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　コミュニケーションと言えば、「何を話したか」の言葉だけだと思われがちですが、実はそれ以外にもメッセージを伝えているのです。例えば、右の絵のA君。「何でもない」と言っていますが、本当に何の問題もないように見えるでしょうか？今日はコミュニケーションの基礎を理解して、自分をどう表現すればよいか学びましょう。
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｛こうしん｝
問１　そもそも「コミュニケーション（Communication）」とは、（情報の｛じょうほう｝）伝達｛でんたつ｝、通信｛つうしん｝、連絡｛れんらく｝、
交信などの意味があり、一般的には、「情報のやり取り」のことを言います。｛じょうほう｝実際の例を参考
に、考えてみましょう。
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友達からメールが届きました。この友達が伝えたかったことは何か考え、　　　　に書きましょう。（メールの文字だけです。）
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2 これから先生が話します。声だけ聞いて、どういうことを伝えたかったのか考え、　　　　に　
書きましょう。（低い声で面倒くさそうに話します。）
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3 先生が、もう一度話します。言葉以外の部分にも注意して聞いてください。本当はどういうことを伝えたかったのか考え、　　　　に書きましょう。（小さな声で、困ったような顔で話します。）


問２　全く同じ言葉でも、違ったふうに聞こえたのはなぜなのか考え、言葉以外でコミュニケーションを構成している要素は何だと思うか書きましょう。


｛こうしん｝コミュニケーションには、言葉を含めて主に以下の3つの要素があります。

· 言葉
· 声の大きさ・調子、話すスピードなど
· 表情・しぐさ・雰囲気・うなずきなど
このように、何かを人に伝えたり（発信）、あるいは何かのメッセージを受け取る時（受信）には、言葉以外の要素も影響しているのです。つまり、
· 携帯のメールは　　　　－「言葉」だけから

· 電話で話すときは　　　－「言葉」と「声の様子」から

· 会って人と話すときは　－「３つ全て（言葉・声・表情）」から

話の内容を判断して、コミュニケーションしているのです。
　
問３　実際に体験してみましょう。
1 ４～５人１組になって、１人（話し手）が下の例文の中から１つ選んで他の人にメッセージを伝えます。話し手は、顔の表情が見えないように紙などで顔を隠して「話すだけ（言葉＋声）」で伝えます。
（例文） ・英語の宿題？もちろん、全部終わったよ。　・昨日のテスト、自信ないなぁ…。　　　　　　

・えっ、私が主役？無理だよ～。　　　　　　・明日の試合？大丈夫、完璧！

・いいよ、数学のノート、貸してあげるよ。　・私も、模擬店でいいと思うよ。

2 メッセージを受け取る人は、話し手が本当はどんなことを伝えているのか考え、答えましょう。
3 できたら、順番に交替してやってみましょう。
4 一巡（4～５人すべてが話し手を経験）したら、今度は話し手が、「直接みんなを見て話す（言葉＋声＋表情）」で伝え、同様に①～③の手順でやっていきましょう。

問４　感じたこと・気付いたことを書きましょう。



｛こうしん｝
　人は、それぞれ違う考えを持っています。その人が知っていることや、大切に思っていること、身近に感じていること、経験してきたことも異なります。また、その人なりの考え方や理解の度合い、また立場などにもよって、話す内容も影響を受けます。たとえば、「赤くて丸い果物」といっても、人それぞれ想像するものが違うことがあります。




このように人はそれぞれ異なる「思い」（あるいは、「思い込み」）を持っているため、単語など短い言葉だけだと、聞き手は自分の考えや知っていることに基づいて判断してしまい、お互いに違うことを想像しながら会話することになります。では、どう話せばいいでしょうか？

　
その１：自分の考え・思いを伝えよう　－　「理由」を話そう！（４～５人1組）
あなたの伝えたい内容を、聞き手に誤解なく理解してもらうためには、追加の情報（なぜなのかという理由や具体例）もあわせて述べることが大切です。
まずは、自分自身（思っていることなど）について伝える練習をしましょう。
1 ４～５人１組になって、１人（話し手）が下の言葉の中から１つ選んでグループの１人に質問します。（例：○○さんは、英語の宿題をやりましたか？）　


＜選ぶ言葉＞

・英語の宿題をやりましたか？　　　　　・昨日のテストは、どうでしたか？
・主役をやってくれませんか？　　　　　・明日の試合の練習はできましたか？
・数学のノートを貸してもらえますか？　・クラスの出し物は、模擬店でいいですか？
2 質問された人は、答える時に「なぜなら」あるいは、「たとえば」をつけて話します。
　 (例：はい。もちろん、私は宿題を全部やり終わりました。なぜなら、今日から毎日文化祭の準備をすることになっているからです。）
　 
話を聞く人は、うなずいたり、前かがみになったり、また温かいまなざしで話を聞きます。

3 話し手は、同じ質問を残りの人にも聞いていきます。
4 終わったら、聞き手を交替して順番にやってみましょう。
その２：気持ちを伝えよう　－　４つのステップで考えよう！（４～５人1組）
自分の思い通りに物事が進まなかったり、不愉快なことがあったときに、感情的に反応してしまうことがありますが、それであなたの気持ちが伝わっているでしょうか？

たとえば、友達に貸した本を早く返してもらいたいと思っていた時に、同じ友達が別の本を貸してほしいと言ってきたら、どうしますか？

　　 eq \o\ac(○,Ａ)断る　　 eq \o\ac(○,Ｂ)無視する　　 eq \o\ac(○,Ｃ)相手を非難する　　 eq \o\ac(○,Ｄ)貸した本を先に返してほしいと伝える

断ったり相手を非難する人も、気持ちとしては eq \o\ac(○,Ｄ)貸した本を先に返してほしいからではないでしょうか？そんな時は感情的に反応せず、下のようなステップで考え、気持ちを伝えましょう。

１）事実を考える　・・・・・・まだ返してもらっていない本があるのに別の本を貸してほしいと言われた

２）気持ちを考える　 ・・・・まずは、前の本を返してほしい

３）どうしてほしいか考える ・前の本を返してくれたら、別の本を貸してもいい
４）相手に伝える・・・・・・「前に貸した本を先に返してくれるかな？返してくれたら、別の本もまた貸してあげるよ。」
感情的に反応せず、落ち着いてこのステップのように考えるようにすることが大切です。してもよいのは感情表現で、ダメなのは感情的な行動です。では練習してみましょう。

①　文化祭の垂れ幕作りであなたが2時間かけて色を塗ったところに、同じクラスの友達が誤って垂れ幕の上に絵の具をこぼしたまま、立ち去ろうとしています。あなたならどう言うか４～５人1組になって4つのステップで考え、書きましょう。
１）事実を考える　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２）気持ちを考える　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３）どうしてほしいか考える　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４）相手に伝える　―　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②　グループごとに発表しましょう。
③　４つのステップで考えてみて、どうでしたか？感想を書きましょう。

	


　好ましい人間関係の基礎になるのは、コミュニケーションです。聞き手が誤解なく理解できるように短い返事だけでなく、追加の情報（なぜなのかの理由・具体例）を話しましょう。そして、不愉快なことなどがあっても、感情的な行動（怒る、非難する、無視するなど）や無反応ですますのではなく、感情的な表現（悲しい、困るなど）をしましょう。また言葉だけでなく、それ以外の要素（声の大きさや調子・話すスピード、表情・しぐさなど）も使って表現していきましょう。
５　コミュニケーション力（自己表現＜話す力＞）基礎編


自分を表現しよう








５－①





１　コミュニケーションの要素を考えよう




















ありがとう❤❤❤

















ありがとう。

















ありがとう。





８６





５－①





なるほど！だからビミョーな


気持ちを伝える時には、メールでは


絵文字など使うんだ。





やってみよう！





８７





２　一人ひとりの「違い」にも注意しよう








５－①





昨日、イチゴケーキを


食べたな。











私はリンゴが好きだから。。。








トマトって野菜だよね？





やってみよう！
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５－①
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